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平成２２年度決算報告 
町職員の給与・定員管理の状況 
祝　敬老 
ドクターヘリの指定離着陸場が増えました 
スポーツの秋！運動会 
社会全体で暴力団を排除するために 



2広報なかがわ　平成23年10月10日 
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歳 入 

町税 
19億9,176万円 
（21.6%） 

繰越金 
3億4,641万円 
（3.7%） 

諸収入 
2億5,953万円 
（2.8%） 

分担金及び負担金 
1億4,495万円 
（1.6%） 

使用料及び手数料 
1億3,420万円 
（1.5%） 

財産収入 
4,720万円 
（0.5%） 

繰入金 
3,043万円 
（0.3%） 

寄附金 
429万円 
（0.05%） 

地方交付税 
37億267万円 
（40.1%） 

歳入決算額 
92億4,042万円 

町債 
9億260万円 
（9.8%） 

国庫支出金 
7億8,789万円 
（8.5%） 

国庫支出金 
7億8,789万円 
（8.5%） 

県支出金 
4億3,754万円 
（4.7%） 

地方消費税交付金 
1億7,419万円 
（1.9%） 

地方譲与税 
1億1,203万円 
（1.2%） 

その他 
1億6,474万円 
（1.8%） 

自主財源 
依存財源 
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性質別 

人件費 
18億1,090万円 
（20.9％） 

補助費等 
12億796万円 
（14.0％） 

普通建設費 
9億1,865万円 
（10.6％） 

公債費 
11億549万円 
（12.8％） 

繰出金 
11億3,641万円 
（13.1％） 

物件費 
9億6,805万円 
（11.3％） 

扶助費 
6億8,059万円 
（7.9％） 

積立金 
6億3,670万円 
（7.4％） 

貸付金 
1億2,361万円 
（1.4％） 

維持補修費 
6,403万円 
（0.7％） 

歳出決算額 
86億5,597万円 

目的別 
歳 出 

民生費 
19億2,842万円 
（22.3％） 

総務費 
16億4,675万円 
（19.0％） 

教育費 
12億4,764万円 
（14.4％） 

公債費 
11億550万円 
（12.8％） 

衛生費 
7億9,740万円 
（9.2％） 

土木費 
7億709万円 
（8.2％） 

消防費 
4億4,685万円 
（5.2％） 

農林水産業費 
3億7,304万円 
（4.3％） 

商工費 
3億1,277万円 
（3.6％） 議会費 

8,693万円 
（1.0％） 

歳出決算額 
86億5,597万円 
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（人口：19,053人　平成23年3月31日現在） 

4広報なかがわ　平成23年10月10日 

町
民
一
人
当
り
 

の
費
用
 

1．総　　務　　費 

2．民　　生　　費 

3．衛　　生　　費 

ケーブルテレビ事業 
特別会計繰出金 
1億5,900万円 

　ケーブルテレビ高度化事業の基
盤整備、施設の適正な維持管理の
ため特別会計に繰出しました。 

デマンド交通事業 
1,452万円 

　町営バス、にこにこバスに代わる新公
共交通システムの構築のため、10月よ
りデマンドタクシー「なかちゃん号」の
実証運行を実施しました。 

障害者福祉サービス事業費 
1億6,524万円 

　障害者の自立更正を推進するため、
障害者福祉サービス事業や医療費助成、
見舞金の給付、補装具の給付等を積
極的に実施しました。 

母子保健衛生事業費 
971万円 

　母子の一貫した健康管理を目
指し、健康教育・相談及び各種
検診を実施しました。 

健康増進事業費 
3,007万円 

　町民の健康水準の向上を図る
ため、健康づくり及び疾病予防
対策事業を実施しました。 

予防接種費 
2,603万円 

　高齢者に対するインフルエンザ、肺炎球菌
予防接種のほか、小児肺炎球菌、子宮頸がん、
日本脳炎等の予防接種の対策を実施しました。 

ごみ収集対策事業 
2億8,738万円 

16,416円 19,579円 41,852円 101,214円 4,562円 

　ゴミの分別収集とリサイクル
に取り組むために、適正な廃棄
物収集事業を実施しました。 

し尿処理対策事業 
7,790万円 

　南那須地区広域行政事務組合
衛生センターのし尿処理負担金 

太陽光発電等設備導入事業費 
1,084万円 

　地球温暖化対策、省エネルギーエコ生活の推進を図るた
め太陽光発電等の設備導入に対して補助制度を導入しました。 

合併処理浄化槽設置補助金 
2,514万円 

　生活排水による水質汚濁防止を図るため、
合併処理浄化槽設置に対し補助しました。 

こども手当支給事業費 
2億5,398万円 

　中学3年生までの児童を養育してい
る方に対してこども手当を支給しま
した。 

こども医療費 
2,333万円 

後期高齢者医療広域連合負担金 
2億2,549万円 

介護保険特別会計繰出金 
1億8,414万円 

国民健康保険特別会計繰出金 
1億6,161万円 

　中学校3年生終了時までの子どもに
対して医療費の助成を行いました。 

　国民健康保険特別会計へ保険基盤安定費、
出産一時金、財政安定化支援事業及び職員給
与費等として繰出しました。 

　介護保険特別会計へ介護給付
費、地域支援事業費及び事務費
として繰出しました。 

　後期高齢者医療広域連合への医
療費負担金。 

合併5周年記念事業 
279万円 

　合併5周年を迎え、町キャ
ラクター「なかちゃん」
の選定や、記念式典等を
実施しました。 

学官連携事業 
34万円 

　宇都宮メディアアーツ専門学校と
の相互友好協力協定に基づき、那珂
川町の昔話アニメーションや小学4
年生対象の環境教育小冊子（漫画）
等の作成をしました。 

商　工　費 農林水産業費 衛　生　費 民　生　費 総　務　費 議　会　費 

86,430円 

主な事業と 
決算額 

平成22年度 

小口地区の農道を整備 

5 広報なかがわ　平成23年10月10日 

町
民
一
人
当
り
 

の
費
用
 

4．農林水産業費 

5．商　　工　　費 

6．土　　木　　費 

7．消　　防　　費 

8．教　　育　　費 

中山間地域等 
直接支払交付事業 
2,976万円 

　農地保全を目的に集落協定を結
んだ集落へ、交付金を交付しました。 

とちぎの元気な森づくり事業費 
1,358万円 

　とちぎの元気な森づくり県民税の交付を受け、「鷲
子沢地区里山拠点施設整備事業」ほか、10箇所の
里山の管理、整備を実施しました。 

森林整備地域活動支援事業 
2,909万円 

　森林情報の収集活動、被害状況等
の調査を9箇所で実施しました。 

農地・水・環境保全向上対策 
389万円 

　8集落で、農村の農地水環境の良好の保全
と質的向上の共同作業を実施しました。 

県単農業農村整備事業 
2,123万円 

　小口地区の農道整備事業を実
施しました。 

中小企業振興資金事業 
1億2,340万円 

　地元中小企業の振興策として、融
資制度の利用促進を図りました。 

地籍調査推進事業費 
2,076万円 

　土地の実態を正確に把握するため、馬頭地区、
和見地区の地籍調査事業を実施しました。 

街なみ環境整備事業 
1,214万円 

　市街地の景観形成と安全な住環境整備のた
め田町地区の街路灯設置事業を実施しました。 

町道改良舗装事業費 
1億8,397万円 

　生活基盤の充実として、安全で安心して利
用できる車道、歩道の整備をしました。 

消防管理運営（常備消防を含む） 
4億247万円 

　町民の安全と財産を守るため、消
防、防災活動の充実に努めました。 

消防施設整備事業 
4,390万円 

　全国瞬時警報システム整備工事を
実施しました。 

幼稚園管理費 
1,596万円 

　ひばり幼稚園、小川幼稚園の健全
な管理に努めました。 

馬頭東小学校施設整備 
4,098万円 

　馬頭東小学校体育館耐震補強大規
模改修工事を実施しました。 

小川中学校施設整備費 
1億9,946万円 

　小川中学校校舎の耐震工事及び屋
内体育館の改修工事に取組みました。 

学校給食センター管理運営 
1億5,863万円 

　児童生徒の心身発達のため、栄養
バランスに配慮した給食を提供する
とともに、食育の推進に努めました。 

地方道路交付金事業費 
1億524万円 

　国の交付金を利用して、町道日向線の改良
舗装事業を実施しました。 

緊急雇用創出事業費 
1,297万円 

　失業者の増加に伴い国の経済対策の一
環で、緊急に地元雇用の創出を図りました。 

商工業振興費 
2,086万円 

　商店活性化事業、景気対策事
業等について支援しました。 

454,311円 58,023円 188円 65,482円 37,112円 

合　　計 公　債　費 災害復旧費 教　育　費 消　防　費 土　木　費 

23,453円 

小口地区の農道を整備 小口地区の農道を整備 
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那珂川町職員の 
給与・定員管理などの状況を紹介します 
那珂川町職員の 
給与・定員管理などの状況を紹介します 
那珂川町職員の 
給与・定員管理などの状況を紹介します 
　那珂川町職員の給与・定員管理、勤務時間などについて
公表します。 
　町職員の給与・定員管理などは、地方公務員法などの規
定に基づき、町議会の議決を経て条例等で定められています。 
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小川図書館開館式（9月1日）で伝達 

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
く
し
て
き
た
高
齢
者
を
敬
い
、町
で
は
、

「
敬
老
の
日
」に
際
し
、
75
歳
以
上
の
方
全
員
に
記
念
品
を
贈
り
、長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。 

　
ま
た
、行
政
区
長
を
中
心
と
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
や
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ

て
、町
内
15
会
場
と
3
施
設
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
て
、

招
待
者
の
皆
さ
ん
を
持
て
成
し
ま
し
た
。 

　
今
年
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、昨
年
よ
り
55
人
増
え
て
、3
，4
7
0
人
で
す
。 

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 わち社会保険労務士事務所 
就業規則･労働社会保険手続･労務管理･年金相談 緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備 
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備 
※小動物から超大型犬（40kg以上） 

〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１ 
０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

〒324-0613　那須郡那珂川町馬頭1867-1
行政書士 

社会保険労務士 

遺言･相続相談･行政手続･各種許認可 

わ ち 行 政 書 士 事 務 所 

和 知 英 夫 
TEL･FAX：0287－９２－５５２１  
Mail:office-wachi@nactv.ne.jp
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8広報なかがわ　平成23年 10月10日 

栃木県ドクターヘリコプターの 
指定離着陸場が増えました。 
栃木県ドクターヘリコプターの 
指定離着陸場が増えました。 

小川地区 

わかあゆ保育園園児による 
よさこいソーラン踊り 

わかあゆ保育園園児による 
よさこいソーラン踊り お祝いメッセージ お祝いメッセージ 

お祝いメッセージ お祝いメッセージ まほろば語り まほろば語り 佐藤栄さんによるハーモニカ演奏 佐藤栄さんによるハーモニカ演奏 

フラダンスの披露 フラダンスの披露 歌謡ショー 歌謡ショー フラダンスの披露 フラダンスの披露 

小口地区 室町地区 久那瀬地区 
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小川図書館開館式小川図書館開館式（9月1日）で伝達 小川図書館開館式（9月1日）で伝達 

　
町
図
書
館
協
議
会
委
員
長
の
矢
内
修
さ
ん（
大
山

田
下
郷
）が
6
月
17
日
、
全
国
図
書
館
協
議
会
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
矢
内
さ
ん
は
平
成
7
年
5

月
の
就
任
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
、
16
年
以
上
図

書
館
協
議
会
委
員
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、図
書
館
の

情
報
化
推
進
に
努
力

さ
れ
る
な
ど
、
図
書

館
の
振
興
と
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
長
年
の
功

績
が
認
め
ら
れ
て
受

賞
し
た
も
の
で
す
。
 

　栃木県では、平成22年1月20日から医療機器
等を搭載したヘリコプターに医師・看護師が搭
乗して救急現場に急行し、速やかな救命治療が
現場で行える他、重症患者の迅速な医療機関へ
の搬送など救命率の向上を図ることを目的にし
た栃木県ドクターヘリコプターの運航がスター
トしております。 
 平成22年度の出動件数は「369件」と1日1件
ペースの出動でしたが、平成23年度(4月～7月)
までの出動件数は、前年度同時期と比べ2倍以上
に増加している状況です。 

 ドクターヘリコ
プターは、要請を
受けると登録され
た指定離着陸場の
中から救急現場に
近い場所に着陸し
ます。飛行スピー
ドは時速約200km、
県内全域を20分以
内でカバーできる
機動性と迅速性が
あり、那珂川町内
には約15分以内で

到着が可能です。 
 この運航のため那珂川町内に5箇所の指定離着
陸場を登録して、救急の現場対応に当たって来ま
したが、より円滑な救命救急体制を考え平成23
年9月1日から新たに9箇所を追加し、計14箇所
の指定離着陸場になりました。 
 今後とも、ドクターヘリコプターによる迅速か
つ安全な救命救急活動にご理解とご協力をお願い
します。 

ドクターヘリ到着時間 
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　桑野正光前教育長の退任に伴い、
10月1日付で小川成一氏(松野)が教
育長に就任しました。 

教育長に小川成一氏が就任 

全
国
図
書
館
協
議
会
表
彰
を
受
賞
 

栃木県ドクターヘリコプターの 
指定離着陸場が増えました。 
栃木県ドクターヘリコプターの 
指定離着陸場が増えました。 
栃木県ドクターヘリコプターの 
指定離着陸場が増えました。 

●従来の指定離着陸場(5箇所)
地　区　名 

1 
2 
3 
4 
5

久那瀬地内 
馬頭地内 
北向田地内 
小川地内 
小川地内 

那珂川グラウンド 
馬頭運動場 
北向田運動広場 
小川箒橋緑地 
小川総合福祉センター 

6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14

健武地内 
松野地内 
大内地内 
谷川地内 
大山田下郷地内 
小口地内 
小砂地内 
薬利地内 
片平地内 

旧健武小学校 
旧武茂小学校 
馬頭東小学校 
馬頭ゴルフ倶楽部 
新宿平工業団地 
青少年旅行村 
馬頭西小学校 
薬利小学校 
ジュンクラシックカントリー倶楽部 

場　　所 

地　区　名 場　　所 

【問い合わせ先】南那須地区広域行政事務組合消防本部 
                      　0287－82－2009

●9月1日から新たに追加した指定離着陸場(9箇所)

わかあゆ保育園園児による 
よさこいソーラン踊り お祝いメッセージ 

お祝いメッセージ まほろば語り 佐藤栄さんによるハーモニカ演奏 

フラダンスの披露 歌謡ショー フラダンスの披露 
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馬頭中学校 

馬頭小学校 

馬頭東小学校 

小川小学校 

真夏のサンタクロース 

Water girls' mission

騎馬戦 

一致団結 

善戦健闘2011

First snowy!!

ゲタゲタレース 

徒競走 

あおげば尊し 

息を合わせて 

よさこいソーラン 

徒競走 

みんなで　わっしょい！ 

カッコ悪い I love you!

つかめNO1

組体操 

馬小っ子ソーラン2011

徒競走 

全校綱引き 

サムライ＆なでしこ薬利！ 

組体操 

玉入れ 

スーパージャンボ宝玉 

お手伝、ばっちり！ 

台風2011組体操“元気” 

大玉ころがし 

応援綱引き 

紅白玉入れ 

そら！とべ！孫悟空 

勇気100％ 

台風の目 

走れ！風の子 

どれにしようかな？ 

孫と一緒に 

おててつないで 

紅白まり入れ 

うらじゃ音頭 

ゴールをめざせ 

真夏のサンタクロース 

Water girls' mission

騎馬戦 

一致団結 

善戦健闘2011

First snowy!!

ゲタゲタレース 

徒競走 

あおげば尊し 

息を合わせて 

よさこいソーラン 

徒競走 

みんなで　わっしょい！ 

カッコ悪い I love you!

つかめNO1

組体操 

馬小っ子ソーラン2011

徒競走 

運も実力のうち！？ 

忍たま南たろう 

マル・マル・モリ・モリ！ 

応援綱引き 

紅白玉入れ 

そら！とべ！孫悟空 

勇気100％ 

台風の目 

走れ！風の子 

　９月１０日、馬頭中学校では体育祭が開

催され、１７日には町の小学校５校で運動

会が開催されました。当日は絶好の運動

会日和となり、児童のみなさんは日頃の

練習の成果を存分に発揮できたのではな

いでしょうか。また、子ども達の頑張る

姿に、家族のみなさんの応援にも熱が入

りました。 

　９月２４日、１０月１日、２日には各保育

園でも開催され、元気でかわいらしい園

児たちの姿に、笑いあり、感動ありの楽

しい運動会となったようです。 

11 広報なかがわ　平成23年 10月10日 

南保育園 

小川南小学校 

薬利小学校 

真夏のサンタクロース 

Water girls' mission

騎馬戦 

一致団結 

善戦健闘2011

First snowy!!

ゲタゲタレース 

徒競走 

あおげば尊し 

息を合わせて 

よさこいソーラン 

徒競走 

みんなで　わっしょい！ 

カッコ悪い I love you!

つかめNO1

組体操 

馬小っ子ソーラン2011

徒競走 

全校綱引き 

サムライ＆なでしこ薬利！ 

組体操 

玉入れ 

スーパージャンボ宝玉 

お手伝、ばっちり！ 

台風2011組体操“元気” 

大玉ころがし 

応援綱引き 

紅白玉入れ 

そら！とべ！孫悟空 

勇気100％ 

台風の目 

走れ！風の子 

どれにしようかな？ 

孫と一緒に 

おててつないで 

紅白まり入れ 

うらじゃ音頭 

ゴールをめざせ 

全校綱引き 

サムライ＆なでしこ薬利！ 

組体操 

玉入れ 

スーパージャンボ宝玉 

お手伝、ばっちり！ 

台風2011

運も実力のうち！？ 運も実力のうち！？ 

組体操“元気” 

大玉ころがし 

忍たま南たろう 

マル・マル・モリ・モリ！ 

忍たま南たろう 

マル・マル・モリ・モリ！ 

どれにしようかな？ 

孫と一緒に 

おててつないで 

紅白まり入れ 

うらじゃ音頭 

ゴールをめざせ 

○表紙は、小川小学校の応援綱引きです。 



　
八
溝
大
橋
下
流
の
那
珂
川
で
、
９
月
15

日
、
馬
頭
高
校
水
産
科
２
年
生
20
名
が
総

合
実
習
の
一
環
と
し
て
カ
ヌ
ー
と
和
船
の

操
縦
法
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
 

　
残
暑
厳
し
い
な
か
、
午
前
中
は
流
れ
の

あ
る
所
で
川
を
下
っ
た
り
対
岸
へ
渡
っ
た

り
と
カ
ヌ
ー
の
漕
艇
を
体
験
し
ま
し
た
。
 

　
午
後
は
八
溝
大
橋
直
下
に
移
り
、
佐
藤

實
さ
ん
（
久
那
瀬
）
の
指
導
に
よ
り
、
「
和

船
」
の
実
習
を
し
ま
し
た
。
初
め
は
操
縦

し
や
す
い
和
船
の
舳
先
に
一
人
で
乗
り
、

舟
竿
一
本
を
持
っ
て
操
船
を
体
験
し
ま
し

た
。
慣
れ
て
く
る
と
後
部
に
移
り
、
他
の

生
徒
を
前
に
乗
せ
て
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
、
伝
統
的
な
和
船
の
操
縦
方
法
を
一

生
懸
命
習
得
し
て
い
ま
し
た
。
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馬
頭
高
校
水
産
科
で
 

和
船
実
習
 

ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
 

　
　
１５
周
年
記
念
演
奏
会
 

　
詩
吟
に
振
り
を
つ
け
、
剣
や
扇
子
な
ど

を
持
っ
て
舞
う
剣
詩
舞
の
全
国
大
会
（
９

月
19
日
）
に
東
北
・
関
東
地
区
代
表
と
し

て
出
場
し
た
久
那
瀬
在
住
の
齋
藤
圭
子
さ

ん
が
詩
舞
66
歳
以
上
の
部
で
見
事
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
年
齢
を
重
ね
、
芸
を
磨
き
続
け
て
35
年
、

詩
の
意
味
や
そ
の
作
者
の
思
い
を
で
き
る

だ
け
自
分
な
り
に
伝
え
た
い
、
そ
の
情
景

が
伝
わ
る
よ
う
に
舞
い
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
 

　
平
成
21
年
に
は
詩
舞
の
教
室
「
扇
曙
会
」

を
立
ち
上
げ
、
積
極
的
に
指
導
も
行
っ
て

い
ま
す
。「
踊
り
だ
け
で
な
く
、
自
然
と

礼
節
を
重
ん
じ
る
心
も
身
に
つ
く
詩
舞
を

今
後
は
子
ど
も
達
に
も
教
え
て
い
き
た
い
」

と
齋
藤
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

全
国
名
流
剣
詩
舞
大
会
優
勝
 

那須小川まほろば太鼓 

菖蒲太鼓 

那須小川まほろば太鼓 

か
い
 

し
ょ
 

せ
ん
 

き
 

し
ょ
 

く
に
 

し
ょ
う
 

そ
 
ら
 

マ
グ
マ
 

ぶ
 

づ
く
り
 

ひ
 
や
く
 て
ん
 し
ょ
う
 

へ
 
さ
き
 

　
旧
小
川
町
の
町
制
60
周
年
記
念
事
業
に

よ
り
誕
生
し
た
那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓

の
創
設
15
周
年
を
記
念
す
る
演
奏
会
が
、

９
月
３
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ

じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
記
念
式
典
で
は
、
開
演
を
告
げ
る
「
初

っ
切
り
」
の
演
奏
の
あ
と
、
那
須
小
川
ま

ほ
ろ
ば
太
鼓
保
存
会
の
増
子
会
長
か
ら
「
わ

が
町
や
太
鼓
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
演
奏
活
動
に
励
み
、
現
在
で
は

最
初
に
太
鼓
を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
中

心
的
役
割
を
担
い
、
打
ち
手
代
表
の
星
会

主
を
補
佐
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
第
１
幕
で
は
、
那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太

鼓
「
第
１
部
　
天
地
の
鼓
動
」
「
第
２
部

　
国
造
」
「
第
３
部
　
飛
躍
天
翔
」
が
力

強
く
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
ゲ
ス
ト
演
奏
と
し
て
、
秋
田
県

美
郷
町
の
「
菖
蒲
太
鼓
」
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
創
設
時
に
姉
妹
都
市
だ
っ
た
縁
か

ら
交
流
の
続
い
て
い
る
菖
蒲
太
鼓
は
、
新

作
の
「
宇
宙
と
核
の
間
で
‥
」
や
歴
史
に

題
材
を
求
め
た
「
燃
え
る
水
」
な
ど
を
披

露
し
、
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
と
は
ま
た
違
っ
た

迫
力
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
更
に
各
太
鼓
の
合
同
演
奏
や
第
２
幕
で

の
「
気
魂
」「
打
弾
」
な
ど
の
熱
気
あ
ふ

れ
る
演
奏
に
、
観
客
は
時
を
忘
れ
て
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
こ
の
日
は
会
場
入
口
で
東
日
本

大
震
災
の
義
援
金
を
募
集
し
、
集
ま
っ
た

９
２
，
１
９
１
円
は
下
野
新
聞
社
の
東
日

本
大
震
災
救
援
募
金
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

菖蒲太鼓 

だ
ん
 

だ
 

こ
ん
 

き
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保
健
師
の
い
き
い
き
通
信
 

食
生
活
で
が
ん
予
防
 

　
が
ん
に
関
す
る
研
究
が
進
み
、

現
在
で
は
が
ん
の
原
因
の
多

く
が
た
ば
こ
や
飲
酒
、
食
事

な
ど
の
日
常
生
活
習
慣
に
関

わ
る
も
の
だ
と
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
が
ん
を
予

防
す
る
食
生
活
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。
 

●
食
事
か
ら
み
る
が
ん
予
防
 

　
こ
れ
さ
え
と
れ
ば
が
ん
を

防
げ
る
と
い
う
食
品
は
み
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。効
果
が
あ

る
と
う
た
っ
た
情
報
に
惑
わ

さ
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

現
在
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い

て
効
果
が
わ
か
っ
て
い
る
食

事
の
注
意
は
次
の
3
つ
で
す
。

①
塩
分
の
摂
取
量
を
抑
え
る
 

　
胃
が
ん
予
防
の
み
な
ら
ず
、

高
血
圧
予
防
、
循
環
器
疾
患

予
防
に
も
な
り
ま
す
。
 

②
偏
り
の
な
い
食
事
 

　
炭
水
化
物
、た
ん
ぱ
く
質
、ビ

タ
ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養

素
を
1
回
の
食
事
で
偏
り
な
く

と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。例
え
ば

う
ど
ん
を
食
べ
る
時
は
、か
き
揚

げ
を
つ
け
る
な
ど
し
、そ
れ
だ
け

に
な
ら
な
い
よ
う
お
か
ず
に
も

気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。 

 

③
熱
い
飲
食
物
に
注
意
す
る
 

　
飲
食
物
を
熱
い
状
態
で
流

し
込
む
と
食
道
の
炎
症
や
が

ん
リ
ス
ク
が
高
ま
る
の
で
、

と
り
方
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
生
活
習
慣
か
ら
み
る
が
ん
予
防
 

①
た
ば
こ
 

　
た
ば
こ
に
は
発
が
ん
物
質

が
含
ま
れ
、
吸
う
本
人
だ
け

で
な
く
煙
を
吸
う
周
り
の
人

に
も
影
響
し
、
が
ん
の
発
症

リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
現
在
た
ば

こ
を
吸
っ
て
い
る
人
も
、
禁

煙
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を
下
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

②
お
酒
 

　
あ
る
程
度
量
以
上
の
飲
酒

は
大
腸
が
ん
を
は
じ
め
と
し

た
が
ん
の
リ
ス
ク
を
上
げ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

日
本
酒
な
ら
1
合
、
焼
酎
な

ら
1
合
の
3
分
の
2
、
ワ
イ

ン
な
ら
ボ
ト
ル
3
分
の
1
、

ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
1

杯
程
度
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。
 

③
身
体
活
動
 

　
身
体
活
動
が
高
い
と
、
が

ん
の
み
な
ら
ず
心
疾
患
の
死

亡
リ
ス
ク
も
低
く
な
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
目
安

と
し
て
毎
日
60
分
以
上
の
歩

行
と
、
1
週
間
に
1
度
は
汗

を
か
く
運
動
を
と
り
い
れ
ま

し
ょ
う
。
 

  

●
そ
の
ほ
か
の
が
ん
予
防
 

　
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て

リ
ス
ク
が
高
ま
る
が
ん
が
あ

り
ま
す
。
肝
が
ん
の
リ
ス
ク

と
な
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
や
、

胃
が
ん
リ
ス
ク
を
指
摘
さ
れ

る
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
、

子
宮
頸
が
ん
リ
ス
ク
の
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
は
検
査
を
受

け
る
こ
と
で
感
染
の
有
無
を

知
り
、
措
置
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。子
宮
頸
が
ん
に
は
、

予
防
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

●
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
 

　
が
ん
予
防
に
努
め
て
い
て
も
、

が
ん
に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。大
切
な
の
は

早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
す
。

が
ん
治
療
で
は
、
進
行
度
が

予
後
に
深
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

1
年
に
1
度
の
検
診
を
心
が
け
、

ま
た
精
密
検
査
を
受
け
る
よ

う
指
摘
が
あ
れ
ば
、
必
ず
精

密
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
 

 

平
成
24
年
度
 

 
　
『
提
案
型
補
助
金
』
 

　
　
　
み
な
さ
ん
か
ら
の
 

　
　
　
　
　
　
提
案
を
募
集
し
ま
す
 

　
町
で
は
、地
域
住
民
の
福
祉
向

上
が
見
込
ま
れ
る
団
体
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、創
意
と
工
夫
に

よ
る
住
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
団
体
の
提
案
に
対
し
て
、

補
助
を
行
い
ま
す
。 

■
対
象
団
体
 

 
活
動
の
成
果
が
期
待
で
き
、次

の
要
件
を
満
た
す
団
体
と
し
ま
す
。 

（1）
町
内
に
活
動
拠
点（
事
務
所
）

　
が
あ
る
団
体
 

（2）
主
に
町
内
の
在
住（
勤
）者
8

　
名
以
上
で
構
成
す
る
団
体
 

（3）
会
則
等
が
あ
り
、会
計
処
理
が

　
適
切
に
さ
れ
て
い
る
団
体
 

（4）
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
 

■
対
象
事
業
 

 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

公
益
的
な
事
業
と
し
ま
す
。 

（1）
全
町
的
な
活
動
で
、住
民
の
福

　
祉
向
上
が
見
込
ま
れ
る
事
業（
1

　
号
事
業
） 

（2）
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
で
、地

　
域
の
住
民
の
福
祉
向
上
が
見

　
込
ま
れ
る
事
業（
2
号
事
業
） 

（3）
特
定
の
目
的
を
持
っ
た
活
動
で
、

　
住
民
の
福
祉
向
上
が
見
込
ま

　
れ
る
事
業（
3
号
事
業
） 

■
補
助
期
間
 

 
団
体
が
育
成
し
自
立
す
る
こ

と
を
前
提
に
3
ヵ
年
と
す
る
。た

だ
し
、1
号
事
業
に
あ
っ
て
は
5

ヵ
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

■
補
助
金
額
 

◎
1
号
事
業
に
つ
い
て
は
、補
助

　
対
象
経
費
の
3
分
の
1
以
内（
限

　
度
額
50
万
円
） 

◎
2
、3
号
事
業
に
つ
い
て
は
、補

　
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内

　（
限
度
額
30
万
円
） 

※
交
際
費
、慶
弔
費
、飲
食
費
、懇

　
親
会
費
等
、事
業
に
関
係
の
な

　
い
経
費
は
補
助
対
象
外
 

■
応
募
期
限
　
10
月
28
日（
金
） 

■
提
案
の
方
法
 

①
活
動
提
案
書（
様
式
第
1
号
）、

②
全
体
計
画
書（
様
式
第
2
号
）、 

③
会
則
等
 

の
3
点
を
、提
案
内
容
を
所
管
す

る
課
ま
た
は
室
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。①
、②
の
様
式
は
企
画
財

政
課
で
配
布
。ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。 

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.to
c
h
ig
i-

nakag
aw
a.lg
.jp/ 

■
提
案
の
審
査
方
法
 

 
補
助
金
負
担
金
等
審
議
会
で

審
査
し
、採
択
の
可
否
を
決
定
す

る
。 

■
問
い
合
わ
せ
 

 
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
 

　
☎
0
2
8
7
―
9
2
―
1
1
1
4
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子育て支援センター 

☎0287－96－5223

月曜日～金曜日 

★みんなの子育てひろば 
●きらきらベビークラス（0歳児） 

●ぴかぴかキッズクラス（1歳～就学前児） 

★マタニティークラス 
　　　　～ハローベビー！～ 

※全て事前申し込みが必要となります。 
　たくさんのご参加お待ちしています♪ 
■お問い合わせ・参加のお申し込み 
　☎0287－92－1188 
　健康管理センター ※10月は、きらきらベビークラス・ぴかぴか 

　 キッズクラスと合同開催になります。 

●ママのこころと体編 

センターは、就学前の 
お子さん、お母さん、 
おうちの方の交流の場です。 

9：00～12：00 
13：00～17：00

健康管理センターからのお知らせ 健康管理センターからのお知らせ 

劇団「くぐつ」による人形劇があります。 

わかあゆ保育園のお友達と一緒に人形
劇をみませんか？ 
先着１０組まで　 
 
10月28日（金）までに 
申し込んでください。 

今回は、「じょうずなほめ方」についてです。 
子どもはほめて育てると言われています。 
じょうずなほめ方を大喜先生とみなさんで話し合
ってみませんか？ 
 
11月7日（月）までに 
申し込んでください。 

　赤ちゃんは触られるのが大好き。ベビーマッサー
ジで親子のきずなを深めましょう。 
　日　時：１１月８日（火）９時半～１２時 
　内　容：「ベビーマッサージでタッチケア」 
　講　師：浅川まり子さん（助産師） 

　音楽にはストレスをやわらげる、リラックスさ
せる、注意力・集中力を高めるなど色々な効用が
あります。親子で楽しんでみませんか。 
　日　時：１０月１８日（火）９時半～１２時 
　　　　　　（１８日に変更になりました）　 
　内　容：癒しの音楽（歌、楽器あそび） 
　講師・演奏：岡倉ゆかりさん 

　日　時：１０月２０日（木）　９時半～１２時 
　講　師：浅川まり子さん（助産師） 
　妊娠中のこころや体の変化、出産準備など助産
師さんに聞いてみましょう。地元でのお友達作り
に町のマタニティクラスに参加してみませんか。
第２子、第３子のママもぜひお越しください。 

掲載位置：各ページの下一段 
サ イ ズ：縦50㎜×横88㎜ 
料　　金：２色刷　　　　　　1回 5,000円～ 
　　　　　カラー刷（裏表紙）1回10,000円～ 
　　　　　※複数月連続掲載の場合は割引あり 
申込期限：掲載希望する月の初日の40日前 
　　　　　※10月20日までに申し込まれた場合、12月号 
　　　　　　から掲載可 
※詳しくは企画財政課広報広聴係（☎0287－92－1114） 
　までお問い合わせください。 

広報紙に広告を掲載しませんか？ 

第65回読書週間のお知らせ 

たのしい絵本と紙しばいの会 
・10月20日（木）午前10：30～ 
・場所　馬頭図書館 視聴覚室 
　小さいお子さまのためのおはなし会です。 
 親子でご一緒にお越しください。 

なかよしひろば 
10月27日（木）午前10：00～ 
「うんどうかいごっこをしよう」 
・参加申し込み　10月22日（土）まで 
・参加費　50円（おやつ代） 

JVCのおはなし会 

生け花教室　 
10月29日（土）午後1：30～ 
今月はフラワーアレンジメントをしましょう。 
・花代　700円 
・会員以外の方の申し込み10月26日（水）まで 

チューリップの球根を植えよう　　 
11月3日（木祝）午前10：00～ 
お家へも1鉢プレゼント！ 
球根を植えた後、皆でおやつを食べましょう。 
・参加申し込み　10月30日（日）まで 
※協力　更生保護女性会 

なかよしひろば 
11月10日（木）午前10：00～ 
風船であそぼう。 
・参加申し込み　11月8日（火）まで 
・参加費　50円（おやつ代） 

第32回児童館まつり 
～児童館秋まつり～があります 
恒例の年1回の行事です。お楽しみに！ 
11月19日（土）午前9：30～12：00

・10月16日（日）午後2：00～ 
・場所　馬頭図書館 児童室 
 ジュニアボランティアクラブの方たちが、アンパンマ
ンの紙しばいを読んでくれます。おはなしの後は、牛
乳パックでフリスビーを作ってあそびましょう。 

バルーンアートに挑戦！ 
・11月5日（土）午前10：30～11：30 
・募集人数　10組程度 
・参 加 費　無料 
・場　　所　小川図書館　和室 
・講　　師　湊まりこ氏 
   　バルーンで犬などをつくってみましょう。 
・申し込み　図書館のカウンターか、電話で小川図書館
までお申し込みください。 

　☎0287－96－2335

第65回読書週間のお知らせ 第65回読書週間のお知らせ 
　10月27日から11月9日まで、第
65回読書週間です。 
　今年の標語は、「信じよう、本の力」
です。 
　ぜひ図書館にお越しください。 

婦人ボランティアのおはなし会 
・11月12日（土）午後2：00～ 
・場所　馬頭図書館　児童室 
 おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの絵
本や紙しばいを読んでくれます。工作では折り紙でコ
ースターを作ります。 

図書館まつり 
・10月23日（日） 
・場所　小川すこやか共生館おもしろ広場 
・午後0：30～ヨーヨーつりなど、オピニオンリーダーに
よる楽しいイベントがたくさん！ 

・午後1：30～人形劇 
　コロン団のブンちゃんがやってきます。 
　みんなで参加する楽しい人形劇です。 
・申し込み　馬頭図書館までお申し込みください。 
　☎0287－92－5015

開館時間 
　午前９時～午後５時 
（11月から閉館時間が変わります。） 
☎０２８７－ 
　９６－３１０９ 

「児童館」 
10月16日～11月15日 

のお休み 

馬頭図書館・小川図書館の休館日 
（10月16日～11月15日） 

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日 
10月17日（月）、24日(月)、
31日（月） 
11月7日（月）、14日（月） 

10月21日（金）、28日（金）、
31日（月） 
11月4日（金）、11日（金） 

日 月 火 水 木 金 土 

10/16 

23 

30 

6 

13

17 

24 

31 

7 

14

18 

25 

11/1 

8 

15

19 

26 

2 

9

20 

27 

3 

10

21 

28 

4 

11

22 

29 

5 

12
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乗
り
切
っ
た
節
電
の
夏
！ 

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す
！ 

　小口字北沢地区不法投棄現場周

辺の水質分析結果をお知らせします。 

調査項目　ダイオキシン類 

採 水 日　平成23年6月13日 

採水場所　1、周辺環境水 

　　　　　　　①投棄地直下河川 

　　　　　　　②小口川上流 

　　　　　2、投棄現場浸出水 

　　　　　　　①投棄地下流側観測井 

　　　　　3、周辺人家井戸水 

　　　　　　　①人家井戸水2カ所 

調査結果　周辺への汚染拡大の兆 

　　　　　候は認められない。 

問い合わせ 

　馬頭処分場整備室那珂川分室 

☎0287－92－1411 

　環境総合推進室 

☎0287－92－1110

平成23年度年間変動調査分 
ダイオキシン類 （  　　　　　 ） 

不法投棄現場周辺の 
水質分析結果 

節　電　家　庭　編　⑥ 

環境総合推進室 
　０２８７－９２－１１１０ 

　
国
は
、
東
北
・
東
京
電
力
管
内

の
電
力
不
足
に
よ
る
大
規
模
停
電

を
避
け
る
た
め
、
7
月
1
日
か
ら

電
力
使
用
制
限
令
を
発
令
し
、「
大

口
需
要
家
」
に
対
し
て
は
、
電
力

使
用
を
昨
夏
よ
り
15
％
削
減
す
る

よ
う
義
務
付
け
、「
家
庭
等
」
に
 

対
し
て
は
15
％
削
減
を
努
力
目
標

と
し
て
要
請
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
節
電
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
9

月
22
日
ま
で
の
予
定
だ
っ
た
電
力

使
用
制
限
令
は
前
倒
し
で
9
月
9

日
を
も
っ
て
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
皆
様
や
多
く
の
企
業
な

ど
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
節
電
の
取
り

組
み
に
よ
る
大
き
な
成
果
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
、
秋
か
ら
冬
に
向

か
い
日
が
暮
れ
る
の
が
少
し
ず
つ

早
く
な
り
、
暖
房
や
照
明
等
に
よ

る
電
力
需
要
が
増
え
る
季
節
と
な

り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

き
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
節
電
に
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
次
月
号
か
ら
は
、
冬
に
向
け
た

節
電
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

　
お
買
い
物
の
際
は
、
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
参
し
て
、
レ
ジ
袋
の
利
用

を
少
な
く
す
る
と
と
も
に
、
過
剰

な
包
装
は
辞
退
し
、
ゴ
ミ
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
再
使
用
で

き
る
容
器
や
つ
め
か
え
製
品
を
購

入
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

　
環
境
に
や
さ
し
い
お
買
い
物
を

推
進
し
、
再
度
、
地
球
の
環
境
や

資
源
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
 

※
3
Ｒ
と
は・・・リ
デ
ュ
ー
ス（
ご
み
の

減
量
）、リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）、リ

サ
イ
ク
ル（
再
生
利
用
） 

マ
イ
バ
ッ
グ
使
用
の
マ
ナ
ー
 

◆
お
買
い
物
中
は
折
り
た
た

ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

◆
買
う
物
は
お
店
の
買
い
物

か
ご
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
 

◆
レ
ジ
が
終
わ
っ
て
か
ら
マ

イ
バ
ッ
グ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
 

シリーズ『スポ少』紹介⑦ 

馬頭オーキッドスポーツ少年団 
　馬頭オーキッドスポーツ少

年団は、ミニバスケットボー

ル女子（小学生）のチームで

す。馬頭小学校ミニバスケッ

トクラブから、12年前に馬

頭オーキッドとしてスタート

しました。設立者の金子貞夫

さんが、女子のチームなので

華麗な花オーキッド（ラン）

と命名しました。 

　現在は、17名の部員で活

動しています。 

　練習日は、毎週水曜日（旧健武小学校）、金曜日（西

体育館）19時～21時、土曜日（西体育館）9時～11

時30分で練習。10月からは総合体育館で練習します。

幼稚園から小学3年生位までは基礎練習（ボールと遊

びます）を、4年生からは、試合に出る為本格的な練

習に汗を流して頑張っています。 

　過去、県大会優勝、関東大会

優勝など成績を残しています。

今年度は、県大会ベスト8の成

績で、秋の県大会、冬の全国大

会で優勝を狙っています。 

　バスケットを通じて、友達

を増やしませんか！オーキッ

ドでは、練習試合で県内外の

チームと試合をしています。

手紙のやり取りとか、友達が

どんどん増えて楽しいですよ！

チームの中でも、学年を問わ

ず仲間ができます。一緒に、バスケットやってみませ

んか！最初は、体験入部から、週1回練習に参加し、

体験しましょう！低学年でしたら、週1回から3回ま

で好きな曜日で大丈夫です。ぜひスポーツをやって体

力、精神力を鍛えましょう！ 

馬頭オーキッド 監督　田代　清美 

☎（090－8312－9914） 
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那珂川町 
図書館 

前
山
は
霧
ふ
か
く
し
て
姿
見
え
ず
カ
ナ
カ
ナ
ゼ
ミ
の
声
の
み
を
聞
く
 

盛
　
泉
　
　
佐
藤
　
　
茂
 

山
肌
を
覆
ふ
く
ま
ざ
さ
ひ
る
が
へ
し
風
吹
き
上
ぐ
る
那
須
の
夕
立
　
　
 

馬
　
頭
　
　
藤
田
　
文
代
 

放
射
能
の
安
全
数
値
に
迷
い
な
く
穂
の
色
確
か
め
今
日
は
刈
り
初
め
 

大
　
内
　
　
薄
井
　
キ
イ
 

再
出
発
遂
げ
し
友
よ
り
便
り
来
ぬ
ひ
ま
わ
り
数
多
咲
き
さ
か
る
日
に
　
　
　
 

谷
　
田
　
　
岡
崎
　
甫
子
 

意
の
ま
ま
に
な
ら
ざ
る
ひ
と
日
右
か
ら
の
車
切
れ
て
も
左
よ
り
く
る
　
　
　
 

三
　
輪
　
　
石
澤
千
代
子
 

病
む
夫
の
背
中
を
さ
す
る
午
前
二
時
必
ず
治
る
と
声
か
け
な
が
ら
　
　
 

小
　
川
　
　
吾
妻
　
洋
子
 

松
　
野
　
大
高
　
松
竹
 

松
　
野
　
鶴
川
　
良
子
 

矢
　
又
　
大
金
　
祐
子
 

小
　
川
　
小
川
の
ぶ
子
 

吉
　
田
　
国
安
　
　
薫
 

小
　
川
　
和
泉
す
み
を
 

ね
ん
ご
ろ
に
昔
の
こ
と
を
聞
い
て
や
る
 

何
代
も
続
く
懇
意
の
家
と
家
　
 

ハ
ク
ビ
シ
ン
親
子
空
家
に
た
だ
で
住
み
　
 

値
段
よ
り
産
地
気
に
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
 

悪
友
へ
妻
の
手
料
理
あ
り
っ
た
け
　
 

み
ど
り
 

い
わ
し
 

ご
 

め
 

　
日
本
文
学
上
の
有
名
人
で
あ
る
「
清
少
納
言
、
紫
式
部
、
藤
原
道
長
、
安
倍
晴

明
、
源
頼
光
、
菅
原
孝
標
女
、
鴨
長
明
、
兼
好
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
の
九
人
に
つ

い
て
、
学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
お
も
し
ろ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。
一
般
に
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
像
を
知
る
こ
と
で
、
古
典
そ
の
も
の
に
興
味
が
わ
く

教
養
コ
ミ
ッ
ク
。 

　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、「
日
本
人
の
知
ら
な
い
日
本
語
」
著
者
、
待
望
の
最
新
刊
。 

『
日
本
人
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
日
本
文
学
』 蛇
蔵
＆
海
野
凪
子
／
著
（
幻
冬
舎
） 

　
十
四
世
紀
初
頭
、
端
麗
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
四
世
が
統
治
す
る
フ
ラ
ン
ス
。
パ
リ
に

暮
ら
す
鍛
冶
屋
ジ
ェ
ラ
ー
ル
は
、
あ
る
日
突
然
、
妻
と
共
に
投
獄
さ
れ
て
し
ま

う
。
無
罪
の
罪
を
訴
え
る
彼
に
、
王
の
腹
心
が
出
し
た
解
放
の
条
件
は
、
一
人
の

神
殿
騎
士
を
探
し
出
し
て
捕
ら
え
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

　
妻
を
囚
わ
れ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ル
に
選
択
肢
は
な
く
、
わ
ず
か
な
手
が
か
り
を
頼
り

に
、
謎
の
騎
士
を
追
う
旅
に
出
る
。 

　
江
戸
川
乱
歩
賞
作
家
で
あ
る
著
者
の
才
能
が
放
た
れ
た
、
慟
哭
の
サ
ス
ペ
ン
ス
。 

『
炎
の
放
浪
者
』
 

神
山
裕
右
／
著
（
講
談
社
） 

　
ふ
わ
り
、
ふ
わ
り
と
、
き
の
こ
か
ら
、
煙
が
出
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
森
の
き
の
こ
か
ら
も
、
よ
く
知
っ
て
い
る
シ
イ
タ
ケ
や
ナ
メ
コ
か

ら
も
・
・
・
。
こ
の
煙
の
正
体
と
は
？
 

　
き
の
こ
が
胞
子
を
出
す
不
思
議
な
光
景
を
美
し
い
写
真
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
自

宅
で
胞
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
実
験
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
大
人
も
子
ど

も
も
楽
し
め
る
絵
本
。 

『
き
の
こ
』 

埴
　
沙
萠
／
著
（
ポ
プ
ラ
社
） 

◇
『
笑
い
三
年
、
泣
き
三
月
。』　
木
内
　
昇
／
著
（
文
芸
春
秋
） 

◇
『
緑
の
毒
』　
桐
野
夏
生
／
著
（
角
川
書
店
） 

◇
『
と
あ
る
飛
空
士
へ
の
追
憶
』　
犬
村
小
六
／
著
（
小
学
館
） 

◇
『
平
成
猿
蟹
合
戦
図
』　
吉
田
修
一
／
著
（
朝
日
新
聞
出
版
） 

◇
『
愛
娘
に
さ
よ
な
ら
を
』　
秦
　
建
日
子
／
著
（
河
出
書
房
新
社
） 

◇
『
峠
う
ど
ん
物
語
』　
重
松
　
清
／
著
（
講
談
社
） 

◇
『
マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ホ
テ
ル
』　
東
野
圭
吾
／
著
（
集
英
社
） 

◇
『
柿
の
へ
た
』　
梶
　
よ
う
子
／
著
（
集
英
社
） 

◇
『
お
ひ
さ
ま
』　
岡
田
惠
和
／
著
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
） 

◇
『
困
っ
て
る
ひ
と
』　
大
野
更
紗
／
著
（
ポ
プ
ラ
社
） 

◇
『
山
登
り
は
じ
め
ま
し
た
』　
鈴
木
と
も
こ
／
著
（
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
） 

◇
『
官
僚
の
責
任
』　
古
賀
茂
明
／
著
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
） 

◇
『
想
定
外
の
罠
』　
柳
田
邦
男
／
著
（
文
芸
春
秋
） 

谷
　
田
　
岡
崎
　
友
子
 

薬
　
利
　
大
●
　
克
明
 

大
山
田
下
郷
　
佐
藤
　
有
紀
 

小
　
砂
　
笹
沼
　
季
子
 

谷
　
田
　
岡
崎
　
甫
子
 

せ
っ
 し
ょ
う
 せ
き
 

秋
の
滝
光
と
な
り
て
落
ち
込
め
り
 

嬰
児
の
曇
り
な
き
瞳
や
●
雲
 

立
秋
や
伝
説
忍
ぶ
殺
生
石
 

古
文
書
の
語
句
に
躓
く
夜
半
の
秋
 

落
人
の
里
の
水
車
や
吾
亦
紅
 

地
球
儀
の
蝿
ア
ラ
ス
カ
を
踏
み
し
む
る
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　身体の障害について医学的な相談・
判定が無料で受けられます。 
（要予約） 
日時　11月2日（水） 
　　　午後2時～4時 
場所　大田原市保健センター 
相談内容　肢体不自由（整形外科） 
申し込み先　健康福祉課 
　　　　　　☎0287－92－1119

身体障害者巡回相談 
を実施します 

ふるさとを語る  むかし  そして今　 
日時　11月27日（日）　午後1時15分～3時30分 
場所　馬頭総合福祉センター 
内容　①会員発表 
　　　②美寿々すみ子唄語り 
入場料　無料（入場券あり） 
定員　250名 
問い合わせ　まほろばがたり　 
渡辺恵子まで　☎0287－96－2668

東日本大震災支援チャリティ 

花えみのつどい 
「美寿々会まほろばがたり　　 
　　　　10周年記念発表会」 

　那珂川町、那須烏山市エリア内で
福祉の仕事を探したい、福祉に関す
る仕事の内容や資格を知りたい方。
事業所の採用担当者や福祉人材セン
ター担当者から直接話が聞けます。 
日時　10月27日（木） 
　　　午後1時～午後3時30分 
　　 （受付は午後3時まで） 
場所　栃木県南那須庁舎 
　　 （那須烏山市中央1－6－92） 
参加費　無料 
その他　予約不要、出入り自由 
問い合わせ　栃木県社会福祉協議会 
　　　　　　福祉人材・研修センター 
　　　　　　☎028－643－5622

福祉のお仕事 
ミニ面談会を開催 

参加要件 
①那珂川町の町民であること 
②研修計画に従い規律のある団体行
　動のとれる生徒 
③外国の生活、文化、スポーツなど
　に関心があり、積極的に学習でき
　る生徒 
④平成23年度の中学2年生、または
　高校1年生と2年生 
定員　12名 
参加負担金　10万円 
申込締切　10月28日（金） 
団員決定　11月下旬に町教育委員会
で面接を行い、派遣団員を決定します 
問い合わせ　生涯学習課 
　　　　　　☎0287－96－2116

問い合わせ　栃木県　農政部 
　　　経営技術課　経営体育成担当 
　　　☎028－623－2317 
　　　農林振興課　農政係 
　　　☎0287－92－1113

平成23年度　青少年海外体験学習 
派遣事業参加者募集 

　青年海外協力隊・シニア海外ボラ
ンティアの制度や内容について説明
会を行います。 
　ボランティアには技術やキャリア
を活かせる職種（技術系・医療系・
教育系など）と、資格等がなくても
応募できる職種（青少年活動・村落
開発普及員など）があります。みな
さんも、参加してみませんか。 
【青年海外協力隊】 
日時　10月15日（土） 
　　　午後2時（午後1時30分開場） 
【シニア海外ボランティア】 
日時　10月15日（土） 
　　　午前10時30分（午前10時開場） 
会場　とちぎ国際交流センター 
参加費　無料（入退場自由）　　 
申し込み　当日直接会場へ 
問い合わせ　JICAボランティア 
　　　　　　募集選考窓口 
☎03－3406－9900　Fax 03－3406－9475  
http://www.jica.go.jp

青年海外協力隊等 
ボランティア説明会 

　平成24年度に、稲作等の生産調整計
画（転作）により新規で農地を借りて作
付けを計画される方は「農用地利用集
積計画書」の提出が必要です。 
　申請用紙は、農業委員会に取りに
来ていただくか、連絡いただければ
郵送します。 
●申請期限　11月30日（水） 
●申請先　農業委員会 
　　　　　山村開発センター2階  
　　　　　☎0287－92 －1185

農地の貸借の申請について 
※新規で貸借する方へ 

演題1：「子どもの食育について」
　　　　（約20分） 
講師　那須烏山市七合診療所長 
　　　　　本間真二郎　先生 
演題2：「小児救急の判断と上手な
　　　　　かかり方」（約1時間） 
（放射線の子どもへの影響の話あり） 
講師　自治医科大学医学部長 
　　　　　桃井真里子　先生 
日時　10月30日（日）　午後2時～午後4時 
場所　那須烏山市南那須公民館 
主催　南那須地域医療を守る会 
参加費　無料 
問い合わせ 
南那須地域医療を守る会・事務局 
　奥村昌也　☎0287－92－0957 
栃木県家庭教育オピニオンリーダー
連合会南那須ブロック長 
　斎藤恵子　☎0287－84－2541

秋季特別講演会のお知らせ 

　「がんばろう栃木の農業！4Hの
力を栃木の力へ！」をテーマに、栃
木県内の農業青年が集まり、消費者
との交流を目的に、自分たちが作っ
た農産物、またそれを活かした加工
品のPRを兼ね販売を行います。 
○4Hクラブは、農業青年たちのグ
ループです。 
○県内各地の農産物を多数用意しま
す。 
○4Hクラブから、風評被害に負け
ない「元気な栃木の農業」をPRし
ます。 
日時　10月25日（火） 
　　　午前10時～午後2時 
会場　栃木県庁1階ロビー 
　　 （宇都宮市塙田1－1－20） 

フレッシュファーマーズマルシェ 
－青年農業者直売会－ 

! !
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ケーブルテレビ企画番組内容 

申請が必要です！ 
これまで手当を受け取っていた方も
含め全ての方の申請が必要です。 
（※現在受け取っている方へは申請
書を送付します。公務員の方は勤務
先へ申請を） 
手当の月額　 
◆0歳～3歳未満：15,000円（一律） 
◆3歳～小学校修了前： 
　　10,000円（第3子以降15,000円） 
◆中学生：10,000円（一律） 
※10月～1月分の手当は平成24年2月
に、2月・3月分は平成24年6月に支
払われます。4月分以降については、
後日お知らせいたします。 
問い合わせ 
　健康福祉課社会福祉係 
　☎0287－92－1119

10月から「子ども手当」が 
変わります 

　自然に囲まれたツインリンクもて
ぎ「ハローウッズの森での男女のふ
れあい」や「ホテルでのランチバイ
キング、男女のフリートーク」など、
素敵な出会いとふれあいの場を用意
いたしました。 
　新しい友達や素敵な出会いを探し
に、お気軽に参加しませんか！ 
日時　11月23日（水）※祝日 
　　　午前9時30分（集合） 
　　　～午後3時30分（解散） 
集合場所　ツインリンクもてぎ 

晩秋のツインリンクもてぎで 
素敵な出会いとふれあいを 

参加資格・参加費 
【男性】　25歳以上45歳までの独身
者で那須烏山市・那珂川町在住者又
は在勤者 
　　※参加費：3,000円 
【女性】　21歳以上45歳までの独身
者。住所地制限なし。 
（那須烏山市・那珂川町在住者優先） 
　　※参加費：2,000円 
定員　男女共に15名（定員になり次
第締め切り） 
申し込み　10月17日（月）～10月31日
（月）までに電話またはFAXで下記問
い合わせ先へ。 
※申込時に住所・氏名・電話番号・
生年月日をご連絡ください。 
問い合わせ（申し込み） 
那須烏山市生涯学習課　生涯学習係 
　　　　　　　　☎0287－88－6223 
　　　　　　　FAX0287－88－2027 
主催　南那須結婚相談所連絡協議会 

　家族セミナーは、こころの病気や
治療に関する知識やご本人との接し
方を学び、ご家族の悩み等を分かち
合うことなどを目的に開催していま
す。ご家族のお気持ちに寄り添いな
がら、サポートいたします。 
　ご参加、ご見学をご希望の方はお
電話をお待ちしています。 
時間　午後1時30分～午後3時30分 
場所　烏山健康福祉センター 
日程 
第1回　11月14日（月） 
　講話「うつ病を正しく理解しよう！」 
第2回　12月15日（木） 
　講話・グループワーク 
第3回　平成24年1月12日（木） 
　講話・グループワーク 
第4回　平成24年2月中旬 
　施設見学（県有バス使用予定） 
申込期限　11月4日（金） 
問い合わせ・申し込み 
栃木県烏山健康福祉センター 
　（栃木県庁南那須庁舎内） 
保健衛生課　保健師まで 
☎0287－82－2231

こころの病（うつ病）を 
もつ方のご家族の皆様へ 

★お知らせ★ 

都合により予告なく番組を変更するこ

とがあります。EPGでの確認を、お願

いします。 

時　間 

朝まで 

番　　組　　名 
ニュースN・TOWN

文 字 放 送  

文 字 放 送  
ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN
企画番組1（再放送） 

アグリネット 

文 字 放 送  

文 字 放 送  

文 字 放 送  

文 字 放 送  

文 字 放 送  
企画番組1（再放送） 

文 字 放 送  

文 字 放 送  

運 び 屋 寄 席  

サイエンスCH　THE　MAKING

サイエンスCH　THE　MAKING
燃えよ虫拳 

企画番組2
企画番組1

週刊とちぎ元気通信 
栃木のきらめき 

週刊とちぎ元気通信 
栃木のきらめき 

那珂川町ケーブルテレビ 
番組タイムスケジュール 

5:30 
6:00 
6:30 
7:00 
7:30 
8:00 
8:30 
9:00 
9:30 
10:00 
10:30 
11:00 
11:30 
12:00 
12:30 
13:00 
13:30 
14:00 
14:30 
15:00 
15:30 
16:00 
16:30 
17:00 
17:30 
18:00 
18:30 
19:00 
19:30 
20:00 
20:30 
21:00 
21:30 
22:00 
22:30 
23:00 
23:30 
0:00 
0:30 
1:00 
1:30

10/3～10/10 

10/11～10/16 

10/17～10/23

10/31～11/6

10/24～10/30

第4回ただいま！イ
アンです。 

那須小川まほろば太
鼓15周年記念演奏
会① 

第2回ハロー元気っ
こ!! 
（大内保育園編） 

わんぱく広場 
平成20年7月・8月生まれ 

町民カラオケ大会④ 

企画番組1（19：00～19：30） 

企画番組2（18：30～19：30） 



栃木県の 
最低賃金 

時間額　700円 
平成23年10月1日発行 
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【とちぎ県民カレッジ連携講座】 
　木版で年賀状作りに挑戦してみま
せんか。 
日時　11月12日（土） 
　　　　午後1時30分から 
場所　馬頭広重美術館 
講師　佐藤　元春　先生 
参加費　500円（材料費込み） 
定員　10名（先着順） 
問い合わせ　馬頭広重美術館 
　　　　　　☎0287－92－1199

馬頭広重美術館ワークショップ 
版画教室 

日時　11月19日（土） 
　　　午前9時35分～午後2時20分 
　　（雨天実施） 
場所　県立南那須特別支援学校 
日程　  9：35～　オープニング 
　　　  9：55～　演技、合唱等発表 
　　　13：00～　製品販売とイベント 
　　　　　　　 作品展見学 
問い合わせ　県立南那須特別支援学校
　　　　　　☎0287－88－7571

日時　11月18日（金） 
　　　午前10時～12時30分 
場所　県立聾学校 
申込方法　学校宛にFAXか電話で直
接お申し込みください 
申込締切　11月11日（金） 
問い合わせ　県立聾学校 
　　　　　　☎028－622－3910

県立聾学校 
学校公開のお知らせ 

●第19回企画展「那須と白河－接
圏の地　東山道、そして関－」 
　那須地域は陸奥国白河と接し、そ
の境には白河関が設置されました。
この地に関が置かれた状況や要因を
考えるとともに、那須と白河の歴史
を探っていきます。 
開催期間　11月20日（日）まで 
開催場所　湯津上館 
要入館料　一般100円　高校・大学
　　　　生50円　中学生以下は無料 
休館日　月曜日（祝日開館） 
　　　　祝日の翌日 
●講演会とシンポジウム 
日時　10月23日（日） 
　　　午前10時～午後4時 
講師　坂井秀弥氏 
　　　　　   （奈良大学文学部教授）
　　　鈴木功氏（白河市教育委員会） 
　　　眞保昌弘（当館主任学芸員） 
コーディネーター 
　　　和田貞夫（当館館長） 
場所　那珂川町ふるさと館 
定員　80名　参加費無料 
問い合わせ　なす風土記の丘資料館 
　　　　　　☎0287－96－3366

なす風土記の丘資料館 
企画展とイベントのご案内 

南那須特別支援学校 
交流学習発表会「こぶし祭2011」 

陸上自衛隊高等工科学校とは？ 
　高等学校の普通科と同等の教育を
受けながら、自衛官として必要な各
種教育や訓練を受けます。生徒課程
修了時『高等学校の卒業資格』を取
得できるコースです。 
　なお、教育間生徒手当て（月額
94,900円）が支給されます。 
応募資格　中学校卒業または卒業見
込の方で、平成24年4月1日現在、17
歳未満の男子 
受付期間　 
　11月1日～平成24年1月6日 
第1次試験　平成24年1月14日 
会場　大田原市内 
問い合わせ　自衛隊大田原地域 
　　　　　　事務所 
　　　　　　☎0287－22－2940

高等工科学校 
《自衛隊生徒》募集 日時　11月12日（土） 

　　　午前9時30分～午後3時 
場所　喜連川社会復帰促進センター 
内容　「刑務所作業製品の展示即売」 
「ミニコンサート」など 
その他　施設見学会は午前、午後の
2回実施。受付順でそれぞれ150名（合
計300名）様まで。 

第3回きつれがわ矯正展 
のお知らせ 

日時　11月23日（水） 
　　　午前9時～午後2時30分 
場所　黒羽刑務所（駐車場1,000台） 
内容　刑務所内見学、作業製品の展
示・販売 
問い合わせ　黒羽刑務所 
　　　　　　☎0287－54－1198

第28回黒羽矯正展 
のお知らせ 

　国土利用計画法では、一定面積以
上の土地売買などの取引を行った場
合、契約後2週間以内に町長に届け
出ることが義務付けられています。 
　届出の必要な土地の面積は、以下
のとおりです。 
① 都市計画区域　　  5,000㎡以上 
② 都市計画区域外　10,000㎡以上 
土地の有効利用の実現のため、皆様
のご協力をお願いします。 
問い合わせ　企画財政課企画調整係 
　　　　　　☎0287－92－1114

10月は「土地月間」です 

応募資格　実務経験の有る方 
採用人員　1名 
　　　　（平成24年4月1日付採用） 
申込期限　10月28日（金） 
問い合わせ　那須南病院総務課 
　　　　　　☎0287－84－3911

那須南病院職員（管理栄養士） 
募集 

栃木県最低賃金は　詳しくは、栃木
労働局賃金室 
（☎028－634－9109）又は、最寄り
の労働基準監督署にお問い合わせく
ださい。 

必ずチェック　最低賃金！ 
使用者も労働者も。 
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平成24年度幼稚園・保育園の入園申し込みを10月20日（木）から受付 

下記の表で、幼稚園・保育園の違いを確認し、申し込みしてください。 
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福
祉
協
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会
善
意
銀
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へ
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千
円
　
匿
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（
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4
3
回
）
 

○
社
会
福
祉
協
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会
振
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基
金
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二
万
円
　
益
子
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弘
様
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健
武
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回
）
 

二
万
四
千
二
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十
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円
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珂
川
町
を
元
気
に
す
る
会
様
 

十
万
円
　
小
林
　
　
博
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市
）
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万
円
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典
男
様
（
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川
）
 

○
図
書
館
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図
書
「
世
界
の
歴
史
」
全
30
巻
他
62
冊
 

　
　
　
　
　
　
古
澤
　
　
實
様
（
小
川
）
 

寄
贈
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

奨学生・入寮者の募集と寄付金のお願い 
　（財）栃木県育英会では、平成24年度に進学予定の人を対象に、月額
貸与奨学生、入学一時奨学生及び東京学生寮入寮者を募集します。 
募集期間　　10月3日（月）～11月15日（火） 
問い合わせ　（財）栃木県育英会事務局（☎028－623－3459） 
ホームページ　http：//www16.ocn.ne.jp/̃tochiiku/ 

【 お　願　い 】 
　栃木県育英会では、奨学金の貸付原資となる善意の寄付金を募集して
います。ご支援をよろしくお願いします。寄付金の振込書等は県内足利銀
行の各支店等に送付してあります。詳細は、電話でお問い合わせください。 
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　町では、行財政改革推進計画に規定されている自主財源確保のための有効資源活用の一つとして、町広報紙等への有料広告の
掲載を実施しています。今回は、平成24年4月以降に税務課で使用する納税通知書用の封筒に掲載する広告を募集します。 

１．広告の枚数及び金額 
　　町・県民税、固定資産税、軽自動車税及び国民健康保険
税の4種類で合計約21,000枚の納税通知書の封筒すべてに
広告が掲載されます。広告料は封筒1枚につき3円となります。 

２．納税通知書の発送時期 
　①町・県民税用封筒　　（約4,500枚）…来年6月発送 
　②固定資産税用封筒　　（約7,500枚）…来年4月発送 
　③軽自動車税用封筒　　（約4,500枚）…来年4月発送 
　④国民健康保険税用封筒（約4,500枚）…来年7月発送 
３．広告の掲載位置 
　　封筒裏面の町が指定する位置とし、1つの広告枠の大きさ
は縦40㎜、横140㎜とする。 
４．申込方法等　 
　　企画財政課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、企
画財政課広報広聴係へ応募願います。また、申込書は町ホー
ムページからもダウンロードできます。 
　（http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/） 

５．募集期間 
　　10月14日（金）～24日（月） 
６．デザイン等 
　　印刷物は、黒色または町の指定する色の一色刷りとなります。
広告物の版下・デザイン等の製作は申込者の負担となります。
申し込みの際は完全な電子データで提出願います。枠内左
上に「広告」の表示（ゴシック体、文字サイズ14ポイント）を必ず
入れてください。 

７．掲載の決定 
　　申し込みされた広告の内容を審査のうえ、掲載の可否を通
知します。公の秩序または善良な風俗に反するものなど掲載
することが妥当でないと町長が認めるものは拒否されます。ま
た申し込み多数の場合は抽選により決定します。 
８．問い合わせ 
　　企画財政課　☎0287－92－1114

町税務課で使用する封筒の広告主を募集します！ 

社会全体で暴力団を排除するために 

暴力団に関する相談・情報提供先 

～那珂川町暴力団排除条例が平成23年10月1日に施行されました～ 
栃木県暴力団排除条例は平成23年4月1日に施行されています 

◎栃木県警察本部 
窓　　口 

暴力団に関する 
相談 

028－622－2424

028－624－0919

0120－10－3774 
（フリーダイヤル） けん銃110番 

覚せい剤110番 

相談・情報提供の例 電話番号 

◎那珂川警察署　☎0287－92－0110 ◎那珂川町総務課　☎0287－92－1111

◎公益財団法人　栃木県 
　暴力追放県民センター 
　　☎028－627－2600 
　（月～金の午前9時～午後5時） 
【相談・情報提供の例】 
〇暴力追放相談員による相談 
〇弁護士による民事介入暴力に関する相談 
〇不当要求防止責任者に対する講習 
〇暴力団排除に関する講話 
〇暴力団排除に関するＤＶＤの貸し出し 
〇暴力団からの離脱及び就労支援 

〇暴力団の不当要求に関する相談 
〇暴力団事務所の移転・開設に関する情報 
〇暴力団員に関する情報 

〇けん銃の不法所持に関する情報 
〇けん銃の密輸などに関する情報 

〇覚せい剤などの薬物乱用者に関する情報 
〇覚せい剤などの薬物密売者に関する情報 

◆暴力団の排除に関する町の基本的施策◆ 

暴力団を 
利用しない 

暴力団に 
金を出さない 

暴力団を 
恐れない 

　町の事務又は事業の
全般から暴力団を排除
します。 

　町の公共施設が、暴
力団の活動を助長する
ことに利用 
されないよ 
うにします。 

◆青少年の健全な育成を図るための措置◆ 

　青少年が、暴力団の
被害にあったり、組員
にならないための教育
が行われるよう支援し
ます。 

【県条例】 
　学校、図書館、児童
福祉施設等の周囲200m
の区域内での暴力団事
務所の開設、運営を禁
止（1年以下の懲役又は
50万円以下の罰金） 

◆暴力団員等に対する金品等の供与の禁止◆ 

　暴力団の威力を利用
する目的で、暴力団員
に金品等を提供するこ
とが禁止されます。 

　暴力団の活動又は運
営に協力する目的で、
暴力団員に金品等を提
供することが禁止され
ます。 

◆公共工事等事業者の責務◆ 

　町と公共工事等に係る
契約を締結した事業者は、
暴力団員又は暴力団員と
密接な関係を有する者に
当該公共工事等に関する
業務を行わせてはならない
こととします。 

　公共工事等の事業者は、
当該公共工事等に関し暴
力団員等から不当要求を
受けたときは、当該工事を
担当する町の部署、警察署
その他の関係機関に通報
するものとします。 
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私
た
ち
が
住
む
那
須
地
域
は
栃

木
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、茨
城
県
・

福
島
県
と
県
境
を
接
し
て
い
ま
す
。

住
ん
で
い
る
場
所
に
よ
っ
て
は
、仕
事

や
買
い
物
な
ど
、日
々
の
生
活
の
行

動
範
囲
が
茨
城
・
福
島
ま
で
及
ん
で

い
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。そ
の
地
域
が
持
つ
地
理
的
・
自

然
的
な
環
境
は
、そ
こ
に
住
む
人
々

の
生
活
や
文
化
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
。そ
れ
は
遠
い
昔
か
ら
変
わ
ら

ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
沿
っ
て
、歴

史
や
文
化
は
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
古
く
か
ら
那
須
地
域
は
、那
珂
川

を
通
し
て
下
流
の
常
陸（
茨
城
県
）、

白
河
関
を
は
さ
ん
で
陸
奥（
東
北
）、

箒
川
か
ら
会
津
を
介
し
て
北
陸
の

各
地
方
と
結
ば
れ
、交
流
や
交
易
の

中
継
地
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
発
掘
さ
れ

る
各
時
代
の
遺
跡
や
、出
土
す
る
土

器
な
ど
の
遺
物
の
特
徴
か
ら
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。今
回
は

弥
生
時
代
の
土
器
か
ら
、那
須
と
周

辺
地
域
と
の
交
流
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
那
珂
川
町
吉
田
の
那
須
八
幡
塚

古
墳
と
吉
田
温
泉
神
社
古
墳
の
周

囲
を
調
査
し
た
際
、他
地
域
と
の
交

流
を
物
語
る
弥
生
時
代
の
土
器
片

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。 

　
那
須
八
幡
塚
古
墳
周
辺
か
ら
は
、

那
珂
川
の
下
流
域
で
あ
る
茨
城
県

北
部
地
域
を
代
表
す
る
十
王
台
式

土
器
の
破
片
が
、吉
田
温
泉
神
社
古

墳
周
辺
か
ら
は
、天
王
山
式
土
器
の

破
片
が
出
土
し
て
い
ま
す
。 

　
天
王
山
遺
跡
は
、隣
の
福
島
県

白
河
市
を
代
表
す
る
遺
跡
の
ひ
と

つ
で
す
。昭
和
二
十
五
年（
一九
五
〇
）

の
開
墾
作
業
の
際
に
土
器
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、発
掘
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。土
器
の
他
に
も
ア
メ

リ
カ
式
石
鏃
や
管
玉
、炭
化
し
た
米
、

栗
、ク
ル
ミ
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
天
王
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

土
器
は
、当
時
同
じ
特
徴
を
持
つ
土

器
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、遺
跡
の

名
前
を
と
っ
て「
天
王
山
式
土
器
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。現
在
で
は
、

東
北
地
方
南
部
の
弥
生
時
代
後
期

の
基
準
と
な
る
土
器
で
す
。 

　
現
在
、湯
津
上
館
に
て
開
催
中
の

企
画
展
「
那
須
と
白
河
―
接
圏
の

地
　
東
山
道
、そ
し
て
関
―
」で
は
、

那
須
と
白
河
、こ
の
隣
り
合
う
ふ
た

つ
の
地
域
の
交
流
の
歴
史
と
、や
が
て

境
界
が
生
ま
れ
、そ
の
間
に
白
河
関

が
置
か
れ
る
過
程
を
み
て
い
き
ま
す
。

那
珂
川
町
内
か
ら
出
土
し
た
天
王

山
式
の
土
器
片
に
加
え
、「
本
家
」で

あ
る
天
王
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

土
器
も
展
示
し
て
い
ま
す
。是
非
、こ

の
機
会
に
見
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 （
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
 

学
芸
員
　
木
村
　
友
美
） 

せ
き
ぞ
く
 

く
だ
た
ま
 

県指定　天王山式土器 
【白河市教育委員会提供】 

天王山式土器片 
（吉田温泉神社古墳周辺出土） 
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掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。
 

　
8
月
21
日
〜
9
月
20
日
 

　
受
付
分
　
　
　
敬
称
略
 

10月1日現在の人口 
（住民基本台帳） 

（　）内は前月との比較 

男 

女 

計 

世帯数 

9,519人 

9,424人 

18,943人 

　6,123　 

（－ 9 ）  

（－10） 

（－19） 

（－ 9 ）  
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二
郎
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一
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大
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小
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小
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９１
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ヒ
サ
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小
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カ
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）
　
浄
法
寺
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【会　　期】前期　～10月16日（日） 
　　　　　　後期　10月21日（金）～11月27日（日） 
【ミュージアムトーク（展示解説）】 
　後期　10月22日（土）午後1時30分～ 当館学芸員 
【開館時間】午前9時30分～午後5時まで 
　　　　　（但し、入館は4時30分まで） 
【入館料】　大　人　　　700円（630円） 
　　　　　　高・大学生　400円（360円） 
※（ ）は20名以上の団体料金。 
※70歳以上の高齢者、中学生以下は無料。 
※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い1名は半額 
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がんばろう！栃木 

秋季特別展　【川瀬巴水　－栃木からの旅路－】 

第73回 

川瀬巴水「栃木県河西町」（渡邊木版美術画舗蔵） 

　川瀬巴水（1883
－1957）は、全国
を旅してまわり、日
本各地の風景を版画
に残しています。中
でも栃木県を描いた

風景版画の数は多く、故郷のように親しんでいた塩
原や、塩原に隣接する河西町や佐久山（現大田原市）
に加え、日本有数の景勝地である日光がその主題に
選ばれています。 
　図は、「栃木県河西町」と題がついていますが、
現在の大田原市黒羽向町です。当時、那珂川の西側
一帯のこの地域は川西町と呼ばれていました。巴水
は塩原に疎開している時期に何度かここを訪れてい
ます。 
　昭和19年10月下旬に来た時には、明治時代創業
の花月旅館に宿泊し、旅館の部屋や川西町の風景を
写生しました。また、翌20年6月には黒羽の雲巌寺
に赴いています。このときも花月旅館に泊まろうと
したのですが、満員だったので駅前の米川屋に泊ま
り、お米４合の支払いのところ、３合に値切ったと
いう話が日記に記されています。戦時中なので現金
の支払いより、お米の支払いの方が喜ばれたのでしょ
う。雲巌寺では、住職が不在だったため、写生をせ
ずに前日の残りのお赤飯のお弁当を食べ、大雄寺を
見て帰ったということです。 
　図の「栃木県河西町」には、小さな川に設えられ
た大きな水車が描かれています。これはうどんの粉
をひく水車です。当時、那珂川支流のこの川沿いに
は三軒の製麺所がありました。図はその最上流にあっ
た星製麺所の水車です。現在、水車は全てなくなり、
製麺所もその星製麺所一軒を残してなくなってしま
いましたが、絵に描かれている川に突きだした石の

台は今もそのままの形で残っています。 
　「川瀬巴水　－栃木からの旅路－」の前期では、
那須塩原市や大田原市の風景画を中心に、そして後
期では日光の風景画を中心に展示します。 
　今秋は、広重美術館で昭和の美しい栃木の景色を
お楽しみください。 
　　　　　　　　　　　馬頭広重美術館 

　学芸員　長井裕子 

かわ せ は すい 

平成22年度那珂川町観光写真コンテスト　受賞作品 ミニギャラリー 
作品募集！ 

優
秀
賞
「
さ
さ
ら
舞
」
　
　
　
　 

佐
藤
治
男
さ
ん（
真
岡
市
） 

優
秀
賞
「
ふ
る
里
」
　
　
　
　
　 

岡
　
典
子
さ
ん（
北
向
田
） 

　あなたの作品を出展し
てみませんか？ 
　写真、絵画、絵手紙な
どの作品をお待ちしてお
ります。 
　申し込み・問い合わせ：
企画財政課広報広聴係 

0287－92－1114


